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2014年８月17日掲載

三浦海水浴紀行2014／海水浴編
２年ぶりに、三浦半島へ海水浴に行ってきた。今月は、

その模様をお送りしよう。

余談だが、ここ最近の「つれづれWEB」では紀行文が

頻繁に登場している。まあ、ご容赦いただきたい。

お盆休みの平日、我々は朝６時50分に自宅を出発。行

き先は、おなじみの神奈川県横須賀市と三浦市にまたがる

和田長浜（わだなはま）海岸である。

ほぼ毎年のように訪れてはいるが、昨年は引っ越しのた

め行けずじまい。なので、２年ぶりとなるのだ。

環八→第三京浜と進み、保土ヶ谷PAでトイレ休憩。そ

の後、横浜新道→横浜横須賀道路→三浦縦貫道路を通るが、

混雑といえば全体を通して三浦縦貫道路の終点である林

ICでの信号渋滞ぐらいしかなかった。

ちなみに､三浦縦貫道路はETCが使えない代わりにSuica

やPASMOが利用できる。なので、今回はSuicaで料金を

精算してみたら、レシートには「電子マネー」と書かれて

いた。

８時30分に、和田長浜海岸に到着。思いの外渋滞が少

なかったため、２時間かからずに着くことができた。

ここは県営の無料駐車場があるが、それなりに埋まって

いた。もう少し遅れて到着したかと思うと‥‥。

まずは海の家にチェックインし、水着に着替える。する

と、海岸ではすでに結構人がいたのだ。

我々も砂浜に「本部」を設営し、海に入る。ただ、この

日の天気はよかったものの、少し懸念があった。

風が強く、波が少し高いのである。一応、海岸の監視所

の旗は「遊泳可」を示す青旗になっていた。

上の息子は浮き輪で独りで沖に出て、下の息子は海の家

［ふくちゃんの“つれづれWEB”］三浦海水浴紀行2014 http://fukuchan.moo.jp/
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で借りた足入れタイプの浮き輪で私と一緒に海に入る。と

ころが、そこで事件が起こった。

下の息子が波をまともに食らってしまったのだ。彼は泣

いたのは言うまでもない。

その後、海には頑として入ろうとしなかった。海嫌い、

水嫌いのトラウマにならなければいいが‥‥。

11時を過ぎ、早めの昼食。以後、この模様はこちらか

[トップページ] らどうぞ。
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2014年８月31日掲載

三浦海水浴紀行2014／日焼け編
今月は「三浦海水浴紀行2014」をお送りして

いるが、今回はその後編。前編はこちらからど

うぞ。

11時を過ぎたので、早めの昼食にする。私と

嫁さんと上の息子はカツカレー、カツカレーが

辛くて食べられない下の息子はエビピラフを注

文した。

カツカレーは順調にできあがったが、エビピ

ラフがなかなかできない。そう言えば、料理が

できあがった旨の放送が流れないのだ。

我々はクーラーが効いている冷房室にいたが、

念のため料理受け取り口に向かう。すると、ス

タッフがブレーカーをいじっていたのである。

どうも、何かの調理をしたら一部のブレーカ

ーが落ちたらしい。そのおかげで、放送も流れ

たかったようだ。

しばらくして、ようやく下の息子のエビピラ

フが完成したので早速受け取り、下の息子に届

けた。もしかしたら、エビピラフが原因でブレ

ーカーが落ちてしまったのだろうか？

昼食後は、再び海へ。一方、下の息子は海の

上の屋上にあるプールで遊ぶ。

風は相変わらず強く、波は高くなる一方。監

視所の旗は、黄色の「遊泳注意」に変わってい

た。

海に入って気づいたことがある。それは、お

盆だというのにクラゲが結構いたのである。

温暖化のせいかはわからないが、浮き輪で浮

いていてもクラゲの存在が目視できるのだ。幸

いなことに、刺されはしなかった。

嫁さんと下の息子は、近くの磯へ。上の息子

は海に入り、私はその様子を砂浜から見ていた。

２年ぶりの海ということで、日焼けを甘く見

ていたのである。ほとんど日焼け対策を施さな

かったので、所々赤くなってきたのだ。

特に、海の家利用者を識別する紙テープを左

手首に巻いていたので、紙テープで焼けなかっ

た部分との境界がはっきりわかる状態。もし

「寿」の切り抜き文字を貼ったなら、贈答用の

リンゴになった気分だろう。
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14時となり、撤収。この時間になると、女子

シャワーが混雑し始める。

混雑を交わそうとしたものの、やはりそれな

りの行列になってしまったようだ。その間、上

の息子と協力して砂浜に設営した「本部」を片

付け、水着を洗濯機で脱水する。

嫁さんと下の息子がシャワーを浴び、着替え

が終わると最後のお楽しみ。かき氷である。

この海の家のかき氷は、結構なてんこ盛り。

従って、２個を親子でシェアすることにした。

海で疲れた体を癒すかき氷は最高！ 至福の

時である。

15時に和田長浜海岸を出発。そのころ、監視

所からは「子供は遊泳自粛」と警告が出されて

いた。

国道134号線に出て間もなく、下の息子がお

昼寝タイムに突入。そのため、農産物販売所「す

かなごっそ」を訪れたものの、嫁さんだけで野

菜を買い込む。

その後、三浦縦貫道路→横浜横須賀道路→横

浜新道→第三京浜と来た道を逆に進み、途中池

袋の海鮮丼店で夕飯を調達し、18時に帰宅した。

[トップページ] 来年は、日焼け対策を怠らないようにしよう。
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